
















本稿は北伐中期の歴史として、太平軍が山西へ進出した 1853 年 9 月から天津郊外の独流
鎮、静海県で籠城を続けた53年末までの動向にスポットを当てる。北伐史のクライマック













菊 池 秀 明
1.  北伐軍の山西、直隷進出とその影響
(a) 北伐軍の山西進撃と清朝の地方統治
まずは懐慶脱出後の太平軍の足取りを追う作業から始めたい。9 月 1 日に濟源県を通過し
た太平軍は、2 日に河南省境の邵原関を越えて山西へ入った 9)。邵原関は天然の要害であっ
たが、北伐軍兵士だった陳思伯が「惜しむらくは備えを置かず」10) と指摘したように、清軍
はここに僅かな兵しか配置していなかった 11)。4 日に垣曲県を占領した太平軍は 12)、7 日に









には曲亭鎮で 光甲の部隊を打ち破った 18)。また 23 日には屯留県の柳花泊で澤州から太平
軍の行く手を阻むべく北上してきた江寧将軍托明阿の軍と交戦し、托明阿を負傷させた 19)。
そして 24 日に山西東南部の 城県を占領した太平軍は 20)、黎城県を経て 25 日に再び河南へ







陽付近で太平軍と交戦した 光甲の部隊は当初 200 名（のち 3,000 名の増援を受けた）、屯
















































家族がいち早く太原から避難したことを訴えた 37)。これを受けた清朝は 9 月 18 日に哈芬を
解任し、取り調べのため北京へ送るように命じた 38)。だが郭夢齡の告発はやまず、哈芬に太
平軍を迎撃する意志がなく、韓侯嶺へ向かうと言いながら祁県へ退いてしまったこと、手持

















































































9 月 30 日に臨洛関を出発して沙河県を占領した太平軍は、10 月 1 日からは任県、隆平県、
柏郷県、趙州、 城県を次々と占領した 61)。また 6 日に 城県を占領してチャハル副都統西
凌阿の率いる軍と交戦し 62)、7 日には 城県の北で要所となる 沱河を渡った 63)。さらに 8
日には晋州を占領し 64)、9 日には東へ進んで深州を陥落させた 65)。








から直隷正定府への道を急いでいた。10 月 5 日に山西平定州についた彼は、固関で長城を















かった廉兆綸（順天府寧河県人）の手紙によれば、10 月 10 日にこの「荒唐無稽の知らせ」
が届くと、咸豊帝は顔を真っ赤にして怒りに震える程のショックを受けた 73)。そして同日の
上諭で「なんぞ焦急に耐えられよう」と述べ、勝保、桂良に太平軍の捕捉と保定の死守を命
じた 74)。また 11 日には恵親王綿愉を奉命大将軍、科爾沁郡王の僧格林沁を参賛大臣に任命
し、北京の防衛を担当させて人心の動揺を防ごうとした 75)。
さて太平軍の進攻に対する北京の警戒感が高まったのは、太平天国が南京を占領した












脱出者が数十万人に及んだとする説もある 80)。当時北京の人口は 130 万人強であったと推測
されるが、かなりの程度まで人口が減少したことがわかる 81)。
清朝が北京の警備強化に本格的に取り組んだのは、太平軍の北伐が始まって間もない
1853 年 6 月のことだった。6 月 24 日の上諭は「京師は根本の重地であり、防範と稽査はも
っとも緊要である」と述べ、僧格林泌と歩軍統領左都御史の花沙納、右翼総兵の達洪阿、軍
機大臣で内閣学士の穆蔭に北京各旗営の巡回と防衛を行うように命じた 82)。また翌 25 日の
上諭では、北京周辺（順天府）で不審者を取り締まるように命じたが、効果があがっていな
いと述べたうえで、歩軍統領らに内城の警備を強化させると共に、外五城については御史黎
吉雲ら 11 名を五城御史と共に警戒に当たらせた 83)。
また花沙納らは 6 月に北京における警備体制の強化について、順天府で行われていた保
甲制度（十家門牌）の実行に努めると報告した。だが咸豊帝は旧来の章程を実行すると宣言
























































当時北京の総兵力は 11 万 6,385 名であったが、城の防禦や皇帝の庭園などの警備、街道
の巡査および動員に備えた兵力は 6 万名余りに過ぎず、残りの 4 万名は雑役要員または支
給される米で生活している「老人、子供あるいは障害者」100) であり、戦力とはならなかっ
た。10 月 11 日に咸豊帝は乾宮で綿愉と僧格林沁に対する授印の礼を行い、僧格林沁は精鋭
4,500 名を率いて 州へ向かって出発した 101)。だが華々しい儀礼にもかかわらず、人々の不







1847 年から 12 年間にわたり広東に滞在したイギリス人宣教師 John Scarch は「（太平軍
は）真夏に黄河を渡河し、その驚くべき進撃スピードによって秋の終わりには北京に到達す
るように思われた。3 万戸の家族が北京を脱出した。広東では北京の陥落は避けられないと
















この北京の房租について、1854 年 2 月に戸部尚書羅惇衍も「小さな利益によって人心を
失ってはならない」と述べてその廃止を訴えた。彼によると北京の軍事費は毎月 48 万両か





















た。10 月 13 日に保定に着いた勝保は直隷総督桂良と面談のうえ 109)、16 日に深州の北にあ
209
る西午村に進出した。このとき太平軍は広西人の女性を男装させて北京の動静を探らせるな
ど、なお北進の構えを見せていたが 110)、包囲網が形成されるのを嫌って 13 日、19 日、21






県を占領した 114)。翌 26 日に大運河沿いの柏頭鎮に到達した太平軍は船を獲得すると 115)、再

















































如潮と満洲旗営の成守尉である徳成は太平軍が 3―4,000 人程度との報告を受け、4,000 名の








せて一万人余りを殺した」131) とある。清朝側の捜査によれば満洲人将兵 1,000 名余りのうち




























と、10 月 21 日に太平軍の偵察隊 100 騎余りが深州城東南の景蔭村を通りかかった。この時



















































五月十三日（6 月 19 日）に王二回子は滄州の回匪と私、全部で四、五百人で懐慶府
をめざし、途中掠奪を行った。十六日（6 月 22 日）に名前の知らない場所で長髪賊と
会合し、千人余りになった。王二回子は逆匪の頭目である 二から紅布をもらい、私は
それを頭に巻いて目印とした。また以後は頭を剃ってはならぬと命じられ、鎌形の穂先
のついた槍を与えられて、彼らと共に戦うことになった。十七日（6 月 23 日）に逆匪
頭目の 二は長髪賊に命じて、私の左肩に鉄で烙印を押した。
六月初七日（7 月 12 日）に私は賊匪と共に懐慶府の攻撃に加わり、五十日以上攻め
たが、占領することができなかった。八月初三日（9 月 5 日）に我々は山西へ入り、初













さて楊柳青に到着した太平軍の先鋒隊は、10 月 30 日に天津西郊の稍直口を攻撃した。だ
が太平軍の天津攻撃は早くから予想されていたため、長蘆塩政の文謙らは在籍紳士で前浙江



















































































































































ここで王自發は天津到達時の太平軍が 3 万人程度の兵力を持ち、独流鎮に 1 万 7―8,000



























と明言した 183)。だが 2 人の対立は鳳保が「勝保と僧格林泌は意見が合わず、弾圧もはかどっ
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